


≪Case.1 チェーンブロックの手鎖が変形する≫

※通常の状態

チェーンブロック使用時に手鎖に掛かる荷重は約４０ｋｇ。取扱注意事項を守って使
用している分には、整備不良・金属疲労等が無い限り切れたり変形しない部材です。
しかし、手鎖チェーンの径はΦ５ｍｍで、破断荷重も約８００ｋｇと、通常のチェー
ンスリングに比べ低い数値で設計されています。
手鎖が周囲の障害物に引っ掛かった状態で、過大な引張力が働くとジョイント部が変
形し、口が開いてしまいます。

※実際に引っ張ってみま
したら、約 160ｋｇで変
形が始まり、約 360ｋｇ
で口が開きました。

実際に吊っている部分のチェーンではありませんが、ジョイント部が外れて地上に落
下する様な事態は、即、重篤災害に繋がります。吊り荷との関係性が薄い部分であって
も御使用の際は注意が必要となります。
また商品を提供する側も、手鎖に過大な引張力が働くとジョイント部が変形し、口が
開いてしまう事を周知し、手鎖が周囲に引っ掛かっていないか点検してから作業を行
うべきである事を注意喚起する。

〔原因〕：手鎖が周囲の構造物等に引っ掛かっている事に気付かず作業を続けた為、無理に引っ張られ変形
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